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建物外部地盤上から建物内に伝搬した振動による固体伝搬音の予測に関

して，音響放射面の振動と室音圧の関係を検討することを目的とした

Multiple Coherent Output Divided Spectrum (MC.O.D.S)を提案している。本報

では MC.O.D.S を用いた室各面からの寄与合成による，室内音圧の考え

方を示し実験値との検証を行う。また実験室実験により建築内装仕上げ

別の放射寄与を求め，寄与の大きい内装仕上げに対して制振材料を適用

した場合の低減効果について示す。
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1.はじめに

筆者らは鉄道や自動車等の交通振動や建設作業

振動などにより建物内部で発生する固体伝搬音に

ついて，発生源・伝搬経路・受振(受音)まで系

統立て予測する方法を検討している。これまで予

測を設計手法へ結びつけることを目的とし，多次

元スベクトノレ解析 1)を応用し各面の寄与を明確に

する手法を検討してきたトヘ本報では筆者らが

新たに提案する MultipleCoherent Output Divided 

Spectrum (MC.O.D.S)を用い，これの合成による

室内音圧の考え方を示す。また MC.O.D.Sを用い

建築内装材料の放射寄与を実験的に確認するとと

もに，制振材料による放射寄与低減効果について

検討した結果について報告する。

2.室各面からの寄与合成による室内音圧

各面の振動から面の放射寄与を求め，その合成

として固体伝搬音が求められるようにすることを

目的として，多次元スベクトル解析による分割結

果に対して，面の振動と固体伝搬音の関係を，放

射面積や音響放射係数および室空間情報を含んだ

関係式で表すことができるか検討する。

入力信号xiが伝達系Aを通過して信号 Uを出

力したときの，全観測信号 Yはノイズ成分を N
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として(1)式で表すことができる。

y=~二郎・あ+N

ただし，Ul=Hl・Xl
U2=H2，X2 

U;=HI・xi

(1)式はY=，E0， + Nとも表される。また，Xi， 
0" Nは周波数領域の位相と大きさを表す複素量

である。

面の振動と固体伝搬音の関係を同様に考える。

(1)式において入力信号xiを振動速度以，全観測

信号 Yを音圧 Pと置き換えれば，面の振動防が

伝達系昂を通過して音庄 P，を形成する過程は以

下の関係式で表すことができる。

P= L.ll+N=乞昂.V;+N 仰

i
ノρ
 

ただし P，=H，' V， 
p， =H，' V， 

P.=H.'V， 
P:観測される音圧倒Irrf)
P.: i番目の面による音圧(N/rrf)
Hi:面の痕動速度から室内音圧に変化するまでの伝達関数
Vi: i番目の面の振動速度加15)
N:ノイズ(N/rrf)

ここで， p，は分割計算で得られる MC.O.D.Sと

等価で，れ P"Nは周波数領域の位相と大きさを
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